
　中尾横穴群は、新野地区中尾の御前崎市と菊

川市の境となっている丘陵から東へ延びた、山

林の南側斜面に立地しています。発見された時

期は分かりませんが、昭和48年１月に作成され

た「静岡県埋蔵文化財包地調査カード」には、

「神ノ谷
じ ん の や

横穴」という名称で、すでに記入され

ていることから、かなり早い時期からその存在

が判明していたと考えられます。

　急傾斜地の山林中に１基が開口しており、そ

の西側にさらに２基の存在が推定されることか

ら、３基以上の横穴が残っていると思われます。

開口している１号墳の玄室の平面は円形で、断

面はドーム状です。横穴の規模は、全長約3.4、

玄室長約2.1、玄室幅2.37、玄室天井高約

1.58です。発掘調査をしていないため副葬品

などについては不明です。

※玄室とは、遺体を安置する部屋のことです。中尾横穴群

キラリを再発見

３基の横穴が山林中に残存
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▼中尾横穴群第１号墳の開口状況
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